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コンビ株式会社及び100%子会社で、お子様連れの外出支援事業・保育事業を行っているコンビウィズ
株式会社は、「2019年グッドデザイン賞」において、４点受賞しました。 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2019 年グッドデザイン賞 4 点受賞 

② サッと取り付け、パッと収納「AttO専用 QuickRainCover」 
 
カテゴリー：02-02家庭用育児用品 
デザインコンセプト： 
ベビーカー用レインカバーは、突然の雨にも対応できるよう天候に関わらず常備される  
アイテムです。しかし折りたたみに時間がかかるものが多く、簡易的に丸めてベビーカーの
カゴに収納し、本来荷物を入れるはずのカゴがレインカバーで埋まっているユーザーが   
見受けられました。 
本製品は、ベビーカー本体の座面下に収納をすることで、荷物カゴを使うことなく、   
スマートに常備ができます。また、広げてかぶせるだけの簡単取付けと、くるくる巻くだけで
小さくたためる新構造により、突然の雨からも赤ちゃんをサッと守ることができます。 

 
審査委員の評価： 
雨が降れば必需品だが、雨が降らなければ不要である、という雨具の宿命ともいえる  
課題を見事にクリアした製品。 
座面下に収納することで存在感をなくしつつ、使用時の取付けや収納時の折りたたみ  
が容易で、ベビーカーそのもののコンセプトとも合致している点を評価した。 
 

▼製品の詳細はこちら▼ 
https://www.combi.co.jp/products/stroller/atto_option/ 

 
 

 
① コンビベビーカー史上最高ハイシート61cm 「AttO(アット)」シリーズ 

 
カテゴリー：02-02家庭用育児用品 
デザインコンセプト： 
赤ちゃんが座るシートの高さは、外出中の親子のコミュニケーションを大きく左右します。 
61cmの高さのハイシートを採用したことで、赤ちゃんの乗せおろしがラクラク、親子でグッと
近づいておしゃべりができる、テーブルにベビーカーのままつくことができ同じ目線で食事を 
楽しむことができる、などを可能にしました。 
また直径180mmの大型タイヤと、段差を乗り越えやすい重量バランスに設計しました。
更に、間口が広いカゴ形状は荷物がスムーズに出し入れできます。 

 
審査委員の評価: 
赤ちゃんを連れて移動するだけでなく、外食時に対面しやすい構造など、 
ベビーカーをコミュニケーションツールとして昇華させている点を評価した。 
また、段差の乗り越えや荷物の出し入れなど、育児中の様々なストレスを軽減させる  
機能を持たせつつ、軽量でシンプルな外観を保っていることに大変な努力を感じた。 
 
▼製品の詳細はこちら▼ 
https://www.combi.co.jp/products/stroller/atto_sp/ 
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(※１) 「漏れない」とは誤使用、経年劣化による場合などを除く(キャップを閉じた状態)。 
 

報道各位からのリリースに関するお問い合わせ先 ：総務室 広報グループ 川﨑 

TEL：０３－５８２８－７６０７／FAX：０３－５８２８－７６６２ 

メールアドレス：pr@combi.co.jp 

製品に関するお問い合わせ：コンシューマープラザ TEL：０４８－７９７－１０００ 

③ できる楽しみが広がる日本製ベビーマグ「LakuMug（ラクマグ）」シリーズ 
 
カテゴリー：02-02家庭用育児用品 

  デザインコンセプト： 
育児をする人が、安心して焦らず子どもの成長を見守ることができ、子ども自身も自然に
“持つ”や”飲む”を楽しく学ぶことを目指しました。 
また、ベビー用マグの困り事である「不意の漏れ」の軽減を目指し、「漏れない (※1)   
仕組み」を構築。さらに部品点数を少なくすることによって、お手入れが簡単になりました。 
毎日使用するベビー用品に求められる使いやすさ・扱いやすさもこだわりました。 

  
審査委員の評価： 
赤ちゃんにとっての「自分でできる」は、喜びと共に自立への大きな前進になる出来事で 
ある。月齢に合わせた飲み口と持ちやすいハンドルで「自分で飲める」を促すための工夫が
凝らされていることを評価した。 
漏れにくい構造や手入れのしやすい形状など、育児のストレスを軽減させる配慮も   
為されている。 
 
▼製品の詳細はこちら▼ 
https://www.combi.co.jp/products/lakumug_sp/ 

 
 
 ④ 車いす利用時でもスムーズにおむつ替えを！ 

「Combi 横型おむつ交換台OK21WK車いす対応」 
 
カテゴリー：11-01 店舗・オフィス・公共用品家具  
デザインコンセプト： 

  休日などベビー休憩室が混み合う際に、車いすでは入りづらいという利用者のお声から、
車いす優先の個室などに設置しやすいおむつ交換台を開発しました。 
すでに発売中の「Combi 横型おむつ交換台OK21W」をベースに、車いすに座った状態
でも使いやすいようにクッション面を高さH720mmに設定しました。脚部がない壁付け・ 
折りたたみタイプなので、車いすでの旋回・移動も楽になり、ひざも当たりにくくなりました。 
専用のピクトサインステッカーを付属品として用意しました。 

 
  審査委員の評価： 
子育て中の車いす利用者(女性・男性)が、赤ちゃんと外出することを楽しいと思える環境
を整え、応援したいという思いをかたちにするという、その開発姿勢を評価している。 
また多目的トイレの様に、誰でも利用しやすい「ファミリーブース」では、個室型ベビー   
休憩室を内包し、車いす利用者とそうでない人どちらでも利用しやすい折り畳み式おむつ
交換台を設置する。 
折り畳み式の方が設置型よりも使いやすいという意見を調査採用し、ショッピングモールや  
スーパーマーケット・病院など利用頻度の高いところから設置していく。 
車いすの動きに対応する形や動線と、赤ちゃんが寝返りをしてもずり落ちしにくい形状を 
研究し、より多くの人々が共有できるものの開発や場所の計画と提案を行なっていることも
重要である。 
製品デザインについて、より美しく優れた折りたたみ式が開発されることで設置場所は   
増え、行動も広がっていくことが期待される。 

 
▼製品の詳細はこちら▼ 
http://www.combiwith.co.jp/biz/toilet/ok21wk.html 
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